
村む
ら

野の 

正ま
さ

景か
げ 　

京
都
文
化
博
物
館
学
芸
員

ア
ー
ト
と
社
会
開
発
を	

	

結
び
つ
け
た
芸
術
家

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
観
光
地
や
空

港
で
よ
く
見
か
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な

ア
ー
ト
が
あ
る
。
国
民
的
芸
術
家

作
り
、
広
く
信
者
等
に
陶
板
一
枚
一

枚
の
所
有
者
に
な
る
よ
う
寄
付
を
呼

び
か
け
た
。
こ
う
し
て
一
九
九
九
年
、

現
・
大
聖
堂
は
落
成
し
、
ジ
ョ
ル
ト

生
涯
の
大
作
は
完
成
し
た
。
そ
の
後

文
化
庁
は
、
大
聖
堂
を
含
む
エ
リ
ア

を
二
〇
〇
八
年
に
歴
史
保
護
地
区
に

指
定
し
、
さ
ら
に
大
聖
堂
の
歴
史
性

や
芸
術
性
を
評
価
し
、
単
独
で
有
形

文
化
財
と
し
て
登
録
し
よ
う
と
し
た
。

錯
綜
す
る
価
値
観

し
か
し
事
件
は
起
き
た
。

二
〇
〇
九
年
か
ら
大
司
教
の
座
に
つ

い
た
エ
ス
コ
バ
ル
・
ア
ラ
ス
の
命
に

よ
り
、
二
〇
一
一
年
末
、
フ
ァ
サ
ー

ド
の
陶
板
が
剥
が
さ
れ
、
全
面
が
白

く
塗
り
直
さ
れ
た
。
教
会
は
当
初
、

陶
板
の
劣
化
の
問
題
を
挙
げ
、
ま
た

文
化
遺
産
保
護
の
指
定
範
囲
に
陶
板

が
含
ま
れ
る
と
知
ら
な
か
っ
た
と
述

べ
た
。
し
か
し
後
に
、
文
化
庁
の
指

定
を
押
付
け
と
感
じ
て
お
り
「
教
会

（
聖
）
と
政
府
（
俗
）
は
別
」
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
な
ん
と
デ
ザ
イ
ン

が
世
俗
的
で
大
聖
堂
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
と
主
張
す
る
に
至
っ
た
。

元
文
化
庁
長
官
は
「
す
べ
て
の

ア
ー
ト
は
聖
俗
か
か
わ
り
な
く
文
化

遺
産
で
保
護
対
象
だ
」
と
反
論
し
た

が
、
こ
の
事
件
は
「
法
治
国
家
と
し

て
本
当
に
機
能
す
る
保
護
の
仕
組
み

は
何
か
？
」「
こ
の
国
に
お
け
る
宗

教
芸
術
の
あ
り
方
と
は
？
」
と
い
っ

た
議
論
の
発
端
と
な
っ
た
。

じ
つ
は
興
味
深
い
こ
と
に
、
事
件

と
同
じ
こ
ろ
、
ジ
ョ
ル
ト
は
ま
す
ま

す
評
価
を
受
け
、
彼
デ
ザ
イ
ン
の
十

字
架
が
同
国
の
他
の
教
会
や
英
国
の

聖
ジ
ョ
ー
ジ
大
聖
堂
へ
「
ロ
メ
ロ
・

ク
ロ
ス
」
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
っ
た
。
理
由
は
十
字
架
に
ふ
さ
わ

し
い
デ
ザ
イ
ン
だ
か
ら
だ
っ
た
。
当

地
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
例
え
ば
聖

週
間
の
儀
式
に
キ
リ
ス
ト
教
と
在
地

宗
教
の
混
合
し
た
行
為
が
見
ら
れ
る

な
ど
の
特
徴
を
も
つ
。
そ
の
意
味
で
、

白
の
デ
ザ
イ
ン
は
原
理
主
義
的
で
す

ら
あ
り
、
ジ
ョ
ル
ト
の
デ
ザ
イ
ン
こ

そ
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
的
だ
っ
た
。
今
、

白
の
大
聖
堂
は
、
芸
術
家
や
彼
を
支

持
す
る
多
く
の
人
び
と
の
、
そ
ん
な

眼
差
し
を
受
け
て
い
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
一
見
、
没
個
性
と
な
っ
た
大

聖
堂
は
複
雑
な
価
値
意
識
を
喚
起
さ

せ
る
文
化
遺
産
と
な
っ
た
の
だ
。

二
〇
一
六
年
八
月
、「
文
化
法

（Ley de C
ultura

）」
が
議
員
の

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
高
等
芸

術
養
成
所
の
設
立
、
文
化
芸
術
活
動

支
援
の
資
金
確
保
、
先
住
民
文
化
の

保
護
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
芸
術
が

保
護
・
振
興
さ
れ
る
べ
き
と
明
記
さ

れ
た
。
宗
教
と
政
治
、
宗
教
と
ア
ー

ト
の
関
係
に
お
い
て
錯
綜
し
た
価
値

観
を
も
つ
こ
の
国
で
、
今
後
こ
の
法

が
ど
ん
な
力
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。

白
く
な
っ
た
大
聖
堂
は
再
び
変
わ
る

の
か
。
ロ
メ
ロ
・
ク
ロ
ス
は
さ
ら
に

普
及
す
る
の
か
。
今
後
こ
の
国
が
何

に
価
値
を
お
く
の
か
目
が
離
せ
な
い
。

で
は
な
く
、
先
住
民
の
文
化
的
意
匠

を
取
り
入
れ
、
ロ
メ
ロ
が
護
ろ
う
と

し
た
普
通
の
人
び
と
を
描
き
、
約

三
〇
〇
〇
枚
の
陶
板
に
こ
の
国
の
姿

を
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
教
会

は
、
資
金
不
足
を
補
う
た
め
基
金
を

大
聖
堂
に
現
代
ア
ー
ト
を
導
入

こ
う
し
た
高
い
評
価
は
、
宗
教
界

に
も
届
く
。
同
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
中
心
た
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
大

聖
堂
の
フ
ァ
サ
ー
ド
制
作
に
彼
が
登

用
さ
れ
た
の
だ
。
首
都
サ
ン
サ
ル
バ

ド
ル
の
歴
史
あ
る
建
造
物
を
、
現
代

ア
ー
ト
が
飾
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
国
は
、
他
の
中
米
諸
国
と
同

様
、
一
六
世
紀
に
ス
ペ
イ
ン
の
植
民

地
と
な
る
。
そ
し
て
一
九
世
紀
の
独

立
を
契
機
に
大
聖
堂
は
建
造
さ
れ
た
。

し
か
し
地
震
に
よ
る
倒
壊
や
焼
失
等

宗
教
、
政
治
、
そ
し
て
ア
ー
ト
。
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
が
錯さ

く

綜そ
う

す
る
模
様
を
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
国
民
の

精
神
的
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
大
聖
堂
の
変
遷
か
ら
み
て
い
く
。

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ジ
ョ
ル
ト
の
作
品

だ
。
さ
な
が
ら
葛
飾
北
斎
の
浮
世
絵

が
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
各
所
で

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
国
の
姿

を
表
現
し
た
彼
の
（
ま
た
は
彼
に
影

響
を
受
け
た
）
意
匠
は
至
る
と
こ
ろ

で
お
目
に
か
か
る
。
二
〇
一
三
年
に

国
民
文
化
賞
を
受
賞
し
た
と
き
、
作

品
が
高
く
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、

「
地
図
に
あ
ら
た
な
点
を
書
き
加
え

た
」
と
長
年
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
た
。

彼
の
芸
術
は
、
何
も
な
か
っ
た
と
こ

ろ
に
工
芸
品
産
業
を
創
出
し
、
ア
ー

ト
の
町
を
生
み
出
し
た
の
だ
。

の
被
害
に
遭
い
、
一
九
五
〇
年
代
に

は
貧
困
層
支
援
に
資
金
を
回
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
再
建
は
遅
れ
た
。
こ
の

と
き
の
大
司
教
は
オ
ス
カ
ル
・
ロ
メ

ロ
。
黒
人
解
放
運
動
で
著
名
な
キ
ン

グ
牧
師
ら
と
並
び
、
英
国
の
ウ
エ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
に
掲
げ
ら
れ
る

「
二
〇
世
紀
の
一
〇
人
の
殉
教
者
」

の
一
人
で
あ
る
。
後
に
地
下
礼
拝
堂

に
「〝
聖
〞
ロ
メ
ロ
」
の
遺
体
が
埋

葬
さ
れ
大
聖
堂
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
。

こ
の
由
緒
あ
る
大
聖
堂
の
フ
ァ

サ
ー
ド
制
作
に
あ
た
り
、
ジ
ョ
ル
ト

は
西
洋
的
キ
リ
ス
ト
教
的
意
匠
だ
け

●

エルサルバドル

ラ・パルマ

右： 大聖堂のファサー
ド（部分）。民家
や人びとが描かれ
る（撮影・白井卓、
2007年）

左： すべてが白になっ
た大聖堂（撮影・
Henry Sermeño、
2016年）

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
　
　
　
　

芸
術
と
大
聖
堂 

―
何
に
価
値
を
お
く
の
か
？

ジョルトが工房を開いた芸術の町 ラ・パルマ
壁も柱もジョルト風（2007年）

英国の聖ジョージ大聖堂の
ロメロ・クロス（2016年）

●
サンサルバドル

メキシコ

エルサルバドル

アメリカ合衆国
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